
2022年度　一宮西病院

看護師の負担の軽減及び処遇の改善に資する計画

項目 具体的な取組み内容 現状 目標 目標達成のための手順

薬剤師による支援 入院、外来問わずすべての抗がん剤ミキシングを

実施する。
実施 継続実施

病棟等の薬剤の在庫管理を行う。 実施 継続実施

入院患者の持参薬の確認・管理を行う。 実施 継続実施

臨床検査科による支援 中央処置室で実施する採血業務の一部を、臨床検

査技師が行う。
実施 継続実施

継続実施する。

リハビリテーション科

による支援

リハビリ訓練中の吸痰吸引を理学療法士、作業療

法士、言語聴覚士が実施する。
実施 継続実施

新入職者に対して安全に実施できるよう研修を行

う。

訓練に伴う食事介助を実施する。 実施 継続実施 継続実施する。

医療機器管理室による

支援

人工呼吸器、輸液ポンプ、シリンジポンプ、モニ

タ等医療機器の日常点検及び定期点検を行う。 実施 継続実施

継続実施する。

医療機器の使用法に関する勉強会を開催する。 実施 継続実施 継続実施する。

看護補助者の配置 各病棟に看護補助者を配置し、ベッドメイキング

や物品運搬等の業務を実施し、看護業務が十分発

揮できるような環境を整備する。
実施

継続実施

拡大

院内教育及び研修を充実させる。看護師と看護助

手の業務分担できる範囲を洗い出し、業務範囲を

拡大する。また、看護補助者をさらに配置する。

病棟クラークの配置 看護師のサポート行うクラークを配置し、入院に

関する説明、面会者の受付、事務的作業のサポー

トを行う。

実施
継続実施

拡大

全病棟配置できるように、採用を進める。

入院前センター 予定入院患者の入院説明、術前検査等の説明を実

施する。
実施

入院計画立案のため、患者情報（身長、体重、栄

養スクリーニング項目等）、アレルギー情報等を

取得し、入院生活における課題を把握する。

実施

継続的な活動ができるよう薬剤を適切に配置す

る。

利用の少ない診療科に対して、働きかける。ま

た、各診療科と話し合い対象患者を増やす。
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歯科衛生士による支援 口腔ケアが必要な患者に対し、積極的に介入す

る。また歯科医の往診時に診療の補助を行う。
実施 継続実施

継続実施する。

専門チームの活用 専門チームよるラウンドを実施し、相談、助言等

により診療の支援を行う。
実施 継続実施

継続実施する。

クリニカルパスの活用

推進

クリニカルパスを積極的に活用し、診療の標準

化、省力化を図るとともに、情報の共有により

チーム医療を推進する。

実施
継続実施

拡大する

クリニカルパス委員会の活動を活発に行い、パス

の増加と適用率の増加を図る。また、パスの適用

率を絶えず見える化する。

業務効率化の研修実施 整理、整頓、清掃、清潔、躾の５S活動の研修を

行い、実践し、業務改善の省く風土を作る。 実施

予定

実施

拡大する

看護部の一部の病棟、部署で研修を行いながら、

具体的な取り組みを行う。効果検証後、他病棟へ

も研修を拡大する、また、業務改善の風土を作

る。

勤務時間の明確化 看護師の勤務時間を明確にするためのユニフォー

ム２色制導入し、勤務時間外を明確にする。
実施 継続実施

継続実施する。

院内保育所 24時間体制の保育所あり。病児保育も対応。学童

保育施設も敷設。
実施 継続実施

継続実施する。


